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市第43号議案 

   首都高速道路株式会社が高速道路事業の許可事項を変更 

   することについての同意 

 首都高速道路株式会社から、同株式会社が行う高速道路事業につ

いて道路整備特別措置法第３条第１項の規定に基づき国土交通大臣

の許可を受けた事項の一部を変更するため国土交通大臣に許可申請

するのに際し、同条第７項において準用する同条第３項の規定によ

り同意を求められたので、これに同意する。 

   令和４年９月６日提出 

                 横浜市長 山 中 竹 春 

第１ 申請の対象となる高速道路の路線名 

 １ 神奈川県道高速横浜羽田空港（中区本牧ふ頭から鶴見区寛政  

町まで） 

 ２ 神奈川県道高速湾岸（金沢区並木三丁目から鶴見区扇島まで 

  ） 

 ３ 横浜市道高速１号線 

 ４ 横浜市道高速２号線 

 ５ 横浜市道高速湾岸線 

 ６ 横浜市道高速横浜環状北線 

 ７ 横浜市道高速横浜環状北西線 

第２ 変更内容 

  料金の額及びその徴収期間の一部を次のように改める。 

  １(2)ウ(ア)及び(イ)を削り、１(2)ウ中  

 「 通行止めに伴う料金調整」を 

 「 料金調整 
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  (ア) 通行止めに伴う料金調整」 

 に、「以下のように料金調整を行った額を徴収する。」を「ＡＢ

間の通行とＣＤ間の通行を１回の通行とみなして、ＡＢ間の料金

距離とＣＤ間の料金距離を合算した料金距離に応じて、記１（(2)

ウを除く。）又は記２により算出された料金の額を徴収する。」

に改め、１(2)ウに次のように加える。 

  (イ) 特定更新等工事その他通行止め及び車線規制を行う工

   事に伴う料金調整 

       首都高速道路の特定区間における特定更新等工事その

他通行止め及び車線規制を行う工事を実施するにあたり

、独立行政法人日本高速道路保有・債務返済機構法（平

成16年法律第 100 号）第13条第１項第７号に定める道路

資産の貸付料（以下「貸付料」という。）の支払に支障

のない範囲内で、交通の分散等を目的として特定区間の

代替路となる首都高速道路を利用した場合及び特定区間 

0 を迂
う

回するために途中流出し、再流入した場合の料金調 
 

0 整をするときには、料金の調整を行う自動車、料金調整

 額及び実施期間等について、事前に国土交通大臣に届出

 を行うものとする。 

３(2)を削り、３(3)中「及び(2)」を削り、３(3)を３(2)とする。 

４(1)イ(ア)中「自動車は」の次に「、身体障害者福祉法（昭和24

年法律第 283 号）第15条第４項の規定により交付されている身体

障害者手帳又は療育手帳制度要綱（昭和48年９月27日厚生省発児

第 156 号厚生事務次官通知「療育手帳制度について」別紙）の定

めるところにより交付されている療育手帳（以下「手帳」という
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。）に」を加え、「又は当該事務所を設置していない町村」を「

若しくは当該事務所を設置していない町村又は会社及び他の有料

道路事業者が共同で設ける申込窓口」に改め、「、身体障害者福

祉法（昭和24年法律第 283 号）第15条第４項の規定により交付さ

れている身体障害者手帳又は療育手帳制度要綱（昭和48年９月27

日厚生省発児第 156 号厚生事務次官通知「療育手帳制度について

」別紙）の定めるところにより交付されている療育手帳（以下「

手帳」という。）に」を削り、「場合に限る。」の次に 

「 また、上記ａ又はｂの要件を満たす自動車以外の自動車で 

 あっても、会社が別に定めるものについては、会社が別に定 

 めるところにより本割引を適用するものとする。ただし、当 

 該自動車がＥＴＣシステムを使用して無線通信により料金所 

 を通行し通行料金の支払を行おうとする場合は、会社が別に 

 定める方法により通行する場合に限る。                  」

を加え、４(1)イに次のように加える。 

   (ウ) 実施期日 

   会社が別に定める日から実施し、それまでの間は従前

   のとおりとする。 

  ４(1)カ(ア)中「限り、かつ、会社が別に定める日までの間につい

ては、料金の前払がなされている場合に」を削り、４(1)ク中「独

立行政法人日本高速道路保有・債務返済機構への貸付料の支払に

支障のない範囲」を「貸付料の支払に支障のない範囲内」に改め

る。 

７を削る。 
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提 案 理 由 

 首都高速道路株式会社から、同株式会社が行う高速道路事業の許

可事項を変更することについて同意を求められたので、道路整備特

別措置法第３条第７項において準用する同条第４項の規定により提

案する。 
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 参  考  

道 路 整 備 特 別 措 置 法 （ 抜 粋 ）  

 （ 高 速 道 路 の 新 設 又 は 改 築 ） 

第 ３ 条  会 社 は 、 機 構 と 独 立 行 政 法 人 日 本 高 速 道 路 保 有 ・ 債 務 返 済 

機 構 法 （ 平 成 16 年 法 律 第 100 号 。 以 下 「 機 構 法 」 と い う 。） 第 13

条 第 １ 項 に 規 定 す る 協 定 （ 以 下 単 に 「 協 定 」 と い う 。） を 締 結 し

た と き は 、 高 速 自 動 車 国 道 法 （ 昭 和 32 年 法 律 第 79 号 ） 第 ６ 条 の 規

定 、 道 路 法 第 12 条 、 第 15 条 、 第 16 条 第 １ 項 若 し く は 第 ２ 項 本 文 、

第 17 条 第 １ 項 か ら 第 ３ 項 ま で 若 し く は 第 88 条 第 ２ 項 の 規 定 又 は 同

法 第 16 条 第 ２ 項 た だ し 書 若 し く は 第 19 条 第 １ 項 の 規 定 に 基 づ き 成

立 し た 協 議 （ 同 法 第 16 条 第 ４ 項 又 は 第 19 条 第 ４ 項 の 規 定 に よ り 成

立 し た も の と み な さ れ る 協 議 を 含 む 。） に よ る 管 理 の 方 法 の 定 め

に か か わ ら ず 、 当 該 協 定 に 基 づ き 国 土 交 通 大 臣 の 許 可 を 受 け て 、

高 速 道 路 を 新 設 し 、 又 は 改 築 し て 、 料 金 を 徴 収 す る こ と が で き る 

 。 

２  会 社 は 、 前 項 の 許 可 を 受 け よ う と す る と き は 、 協 定 そ の 他 国 土 

交 通 省 令 で 定 め る 書 類 を 添 付 し て 、 当 該 協 定 の 対 象 と な る 高 速 道

路 （ 当 該 高 速 道 路 に つ い て ２ 以 上 の 会 社 が 協 定 を 締 結 し た 場 合 に

は 、 当 該 協 定 に 対 応 す る 高 速 道 路 の 各 部 分 ） ご と に 、 次 に 掲 げ る

事 項 を 記 載 し た 申 請 書 を 国 土 交 通 大 臣 に 提 出 し な け れ ば な ら な い 

 。 

(1)  高 速 道 路 の 路 線 名 

(2)  新 設 又 は 改 築 に 係 る 工 事 の 内 容 

(3)  収 支 予 算 の 明 細 

(4)  料 金 の 額 及 び そ の 徴 収 期 間 
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３  会 社 は 、 第 １ 項 の 許 可 を 受 け よ う と す る と き は 、 あ ら か じ め 、 

申 請 に 係 る 高 速 道 路 が 、 道 路 法 第 13 条 第 １ 項 に 規 定 す る 指 定 区 間

（ 以 下 「 指 定 区 間 」 と い う 。） 外 の 一 般 国 道 で あ る 場 合 に あ っ て

は 当 該 高 速 道 路 の 道 路 管 理 者 と 協 議 し 、 都 道 府 県 道 又 は 道 路 法 第

７ 条 第 ３ 項 に 規 定 す る 指 定 市 （ 以 下 「 指 定 市 」 と い う 。） の 市 道

で あ る 場 合 に あ っ て は 当 該 高 速 道 路 の 道 路 管 理 者 の 同 意 を 得 な け

れ ば な ら な い 。 

４  前 項 の 規 定 に よ り 道 路 管 理 者 が 協 議 に 応 じ 、 又 は 同 意 を し よ う 

と す る と き は 、 道 路 管 理 者 で あ る 地 方 公 共 団 体 の 議 会 の 議 決 を 経

な け れ ば な ら な い 。 

   （ 第 ５ 項 省 略 ） 

６  会 社 は 、 第 １ 項 の 許 可 を 受 け た 後 、 第 ２ 項 第 １ 号 、 第 ２ 号 （ 国 

土 交 通 省 令 で 定 め る 事 項 に 係 る も の を 除 く 。） 又 は 第 ４ 号 に 掲 げ

る 事 項 を 変 更 し よ う と す る と き は 、 国 土 交 通 大 臣 の 許 可 を 受 け な

け れ ば な ら な い 。 

７  第 ３ 項 及 び 第 ４ 項 の 規 定 は 、 前 項 の 場 合 に つ い て 準 用 す る 。 た 

だ し 、 指 定 区 間 外 の 一 般 国 道 、 都 道 府 県 道 又 は 指 定 市 の 市 道 で あ

る 部 分 と こ れ ら 以 外 の 部 分 と で 構 成 さ れ て い る 高 速 道 路 に あ っ て

は 、 指 定 区 間 外 の 一 般 国 道 、 都 道 府 県 道 又 は 指 定 市 の 市 道 で あ る

部 分 に つ い て 第 ２ 項 第 １ 号 、 第 ２ 号 （ 前 項 の 国 土 交 通 省 令 で 定 め

る 事 項 に 係 る も の を 除 く 。） 又 は 第 ４ 号 に 掲 げ る 事 項 を 変 更 し よ

う と す る 場 合 に 限 る 。 

（ 第 ８ 項 か ら 第 10 項 ま で 省 略 ） 
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                     事 計  第  17  号 

                     令 和 ４ 年 ７ 月 ８ 日 

 横 浜 市 

 代 表 者  横 浜 市 長  山 中  竹 春  殿 

            首 都 高 速 道 路 株 式 会 社 

            代 表 取 締 役 社 長  前  田  信  弘  印 

   「 都 道 首 都 高 速 １ 号 線 等 に 関 す る 事 業 」 の 変 更 に つ い て 

   （ 同 意 申 請 ） 

 標 記 に つ い て 、 道 路 整 備 特 別 措 置 法 （ 昭 和 31 年 法 律 第 ７ 号 ） 第 ３

条 第 ６ 項 の 規 定 に 基 づ き 、 「 都 道 首 都 高 速 １ 号 線 等 に 関 す る 事 業 」

の う ち 、 貴 市 が 道 路 管 理 者 で あ る 高 速 道 路 に つ い て 、 別 添 の と お り

変 更 し た い の で 、 同 条 第 ７ 項 の 規 定 に お い て 準 用 す る 同 条 第 ３ 項 の

規 定 に 基 づ き 、 同 意 を 求 め ま す 。 
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                          別  添  

第 １  申 請 の 対 象 と な る 高 速 道 路 の 路 線 名 

１  神 奈 川 県 道 高 速 横 浜 羽 田 空 港 （ 横 浜 市 中 区 本 牧 ふ 頭 か ら 同 市

鶴 見 区 寛 政 町 ま で ） 

 ２  神 奈 川 県 道 高 速 湾 岸 （ 横 浜 市 金 沢 区 並 木 三 丁 目 か ら 同 市 鶴 見

区 扇 島 ま で ） 

 ３  横 浜 市 道 高 速 １ 号 線 

 ４  横 浜 市 道 高 速 ２ 号 線 

 ５  横 浜 市 道 高 速 湾 岸 線 

 ６  横 浜 市 道 高 速 横 浜 環 状 北 線 

 ７  横 浜 市 道 高 速 横 浜 環 状 北 西 線 

第 ２  変 更 内 容 

 ３  料 金 の 額 及 び そ の 徴 収 期 間 

 別 紙 ― ５ の 一 部 を 次 の よ う に 改 め る 。 

 １ (2) ウ 中 (ア) 及 び (イ) を 削 り 、 

「 通 行 止 め に 伴 う 料 金 調 整 」 を 

「 料 金 調 整 

(ア) 通 行 止 め に 伴 う 料 金 調 整 」 に 、 「 以 下 の よ う に 料 金 調 整 を 行 

っ た 額 を 徴 収 す る 。」 を 「 Ａ Ｂ 間 の 通 行 と Ｃ Ｄ 間 の 通 行 を １ 回 の 通

行 と み な し て 、 Ａ Ｂ 間 の 料 金 距 離 と Ｃ Ｄ 間 の 料 金 距 離 を 合 算 し た 料

金 距 離 に 応 じ て 、 記 １ （ (2) ウ を 除 く 。） 又 は 記 ２ に よ り 算 出 さ れ た

料 金 の 額 を 徴 収 す る 。」 に 改 め 、 １ (2) ウ (ア) の 次 に 

「 (イ)  特 定 更 新 等 工 事 そ の 他 通 行 止 め 及 び 車 線 規 制 を 行 う 工 事 に 伴 

  う 料 金 調 整 

首 都 高 速 道 路 の 特 定 区 間 に お け る 特 定 更 新 等 工 事 そ の 他 通 行 止 
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め 及 び 車 線 規 制 を 行 う 工 事 を 実 施 す る に あ た り 、 独 立 行 政 法 人 日 

本 高 速 道 路 保 有 ・ 債 務 返 済 機 構 法 （ 平 成 16 年 法 律 第 100 号 ） 第 13  

条 第 １ 項 第 ７ 号 に 定 め る 道 路 資 産 の 貸 付 料 （ 以 下 「 貸 付 料 」 と い 

う 。） の 支 払 に 支 障 の な い 範 囲 内 で 、 交 通 の 分 散 等 を 目 的 と し て 

特 定 区 間 の 代 替 路 と な る 首 都 高 速 道 路 を 利 用 し た 場 合 及 び 特 定 区 

間 を 迂 回 す る た め に 途 中 流 出 し 、 再 流 入 し た 場 合 の 料 金 調 整 を す 

る と き に は 、 料 金 の 調 整 を 行 う 自 動 車 、 料 金 調 整 額 及 び 実 施 期 間 

等 に つ い て 、 事 前 に 国 土 交 通 大 臣 に 届 出 を 行 う も の と す る 。」 を 

加 え る 。 

 ３ (2) を 削 り 、 ３ (3) 中 「 及 び (2) 」 を 削 り 、 (3) を (2) と す る 。 

 ４ (1) イ (ア) 中 「 身 体 障 害 者 福 祉 法 （ 昭 和 24 年 法 律 第 283 号 ） 第 15 条

第 ４ 項 の 規 定 に よ り 交 付 さ れ て い る 身 体 障 害 者 手 帳 又 は 療 育 手 帳 制

度 要 綱 （ 昭 和 48 年 ９ 月 27 日 厚 生 省 発 児 第 156 号 厚 生 事 務 次 官 通 知 「

療 育 手 帳 制 度 に つ い て 」 別 紙 ） の 定 め る と こ ろ に よ り 交 付 さ れ て い

る 療 育 手 帳 （ 以 下 「 手 帳 」 と い う 。） に 、」 を 削 り 、 「 割 引 を 適 用

す る 自 動 車 は 、」 の 次 に 「 身 体 障 害 者 福 祉 法 （ 昭 和 24 年 法 律 第 283

号 ） 第 15 条 第 ４ 項 の 規 定 に よ り 交 付 さ れ て い る 身 体 障 害 者 手 帳 又 は

療 育 手 帳 制 度 要 綱 （ 昭 和 48 年 ９ 月 27 日 厚 生 省 発 児 第 156 号 厚 生 事 務

次 官 通 知 「 療 育 手 帳 制 度 に つ い て 」 別 紙 ） の 定 め る と こ ろ に よ り 交

付 さ れ て い る 療 育 手 帳 （ 以 下 「 手 帳 」 と い う 。） に 、」 を 加 え 、 「

又 は 当 該 事 務 所 を 設 置 し て い な い 町 村 」 を 「 若 し く は 当 該 事 務 所 を

設 置 し て い な い 町 村 又 は 会 社 及 び 他 の 有 料 道 路 事 業 者 が 共 同 で 設 け

る 申 込 窓 口 」 に 改 め 、 「 使 用 す る 場 合 に 限 る 。」 の 次 に 「 ま た 、 上

記 ａ 又 は ｂ の 要 件 を 満 た す 自 動 車 以 外 の 自 動 車 で あ っ て も 、 会 社 が

別 に 定 め る も の に つ い て は 、 会 社 が 別 に 定 め る と こ ろ に よ り 本 割 引
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を 適 用 す る も の と す る 。 た だ し 、 当 該 自 動 車 が Ｅ Ｔ Ｃ シ ス テ ム を 使

用 し て 無 線 通 信 に よ り 料 金 所 を 通 行 し 通 行 料 金 の 支 払 を 行 お う と す

る 場 合 は 、 会 社 が 別 に 定 め る 方 法 に よ り 通 行 す る 場 合 に 限 る 。」 を

加 え 、 ４ (1) イ (イ) の 次 に 

「 (ウ)  実 施 期 日 

会 社 が 別 に 定 め る 日 か ら 実 施 し 、 そ れ ま で の 間 は 従 前 の と お り

と す る 。」 を 加 え 、 ４ (1) カ (ア) 中 「 限 り 、 か つ 、 会 社 が 別 に 定 め る 日

ま で の 間 に つ い て は 、 料 金 の 前 払 が な さ れ て い る 場 合 に 」 を 削 り 、

４ (1) ク 中 「 独 立 行 政 法 人 日 本 高 速 道 路 保 有 ・ 債 務 返 済 機 構 へ の 貸 付

料 の 支 払 に 支 障 の な い 範 囲 」 を 「 貸 付 料 の 支 払 に 支 障 の な い 範 囲 内

」 に 改 め る 。 

 ７ を 削 る 。 
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